
No1256

かわにし
町報町報

2025

99 音楽でひとつに
cover  KAWANISHI GREEN FESTIVAL



3　3　町報かわにし町報かわにし 令和７年９月15日令和７年９月15日

■特集　川西町と愛知大学がつなぐ未来

　本間喜一先生の生家に訪問した際に、お家
の方に郷土料理をふるまっていただきました。
食べたことがないものもあり、暮らしを通じて
地域を学ぶ貴重な経験になりました。この演
習で、川西町の視界が開けている景色や、地
域の人のあたたかさが印象に残りました。ま
た、雪対策のところ等、愛知県との気候の違
いからくる地域の特色にも学びがありました。

　私は長野県出身で、地元の良さを外から見
ていくために県外である愛知大学に進学しま
した。今回の実習で学んだ東北の気候を活か
した抑制栽培や促成栽培は、地元の長野県等
でも活かせるのではないかと思いました。今
回のように現地で学ぶことは、地元の良さを
感じることにもつながりますし、この学びを地
元でも活かせる良い機会だと思っています。

愛知大学
地域政策学部　３年

愛知大学
地域政策学部　３年
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INTERVIEW 愛知大学の学生にインタビューしました

愛知大学　豊橋キャンパス 愛知大学　豊橋キャンパス 

　愛知大学では、毎年学生が講義の一環として、大学の創設者・
名誉学長である本間喜一氏の出身地である本町に出向き、地域
について学びを深めています。今年度も９月１日㈪～３日㈬に同
大学の地域政策学部の学生９名が来町し、町内等で主に食や農
について演習を行いました。
　演習に参加した学生２名にお話を伺いました。

本間氏の生家で演習を行う愛知大学生本間氏の生家で演習を行う愛知大学生
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特集

本間 喜一 氏

愛知大学を創設愛知大学を創設

▶明治２４年　　川西町（旧玉庭村）に誕生
▶大正　４年　　東京帝国大学法科卒業
▶大正　６年　　検事・判事に就任
▶昭和１２年　　弁護士に就任
▶昭和１５年　　東亜同文書院大学教授
▶昭和１９年　　東亜同文書院大学長
▶昭和２１年　　愛知大学創立に尽力
▶昭和２２年　　最高裁判所初代事務総長
▶昭和２５年～　愛知大学長（２代）
▶昭和３４年～　愛知大学長（４代）
▶昭和３８年　　愛知大学名誉学長
▶昭和４０年　　勲二等旭日重光章
▶昭和６２年　　死去

提供：愛知大学提供：愛知大学
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特集の動画版は「かわにし日和」でご覧ください

　ケーブルテレビ NCV の「N トピ＋プラス NEWS」（９月４日放送）内の「かわにし日和」
で今回の特集の内容について紹介されました。
　放送内容は、ケーブルテレビ番組の配信アプリ「ロコテレ」でご覧ください。

■特集　川西町と愛知大学がつなぐ未来

愛知大学で学ぼう！
～川西町・愛知大学連携自治体推薦制度のご案内～

▼スケジュール
８月２６日㈫～９月２４日㈬　：推薦者選考申込≪必着≫
９月２７日㈯　　　　　　　　：推薦者選考（面接）
１０月２９日㈬～１１月５日㈬：愛知大学自治体推薦入試出願≪必須≫
１１月１６日㈰　　　　　　　：愛知大学自治体推薦入試
１２月２日㈫　　　　　　　　：合格発表

▼申込概要（次の要件を全て満たすことが必要です。）

◎川西町に住所を有する者の子又は山形県立置 
　賜農業高等学校に在学する者
◎２０２６年３月に高等学校を卒業見込みの者
◎高等学校全体の学習成績の状況が３．５以上の者
◎愛知大学を第一志望とし、合格者は必ず入学
　すること
◎出身地域への貢献を目指す者

▼制度の概要
　愛知県豊橋市在住、愛知大学卒業生で本間喜
一顕彰会名誉会長の越知專氏よりいただいた給
付金を「川西町本間喜一顕彰基金」として設置
し、同基金を活用して就学を支援（奨学金を給付）
するもの。奨学生は本間喜一氏の「地域貢献者
の育成」という大学創設時の思いに添い、地域
政策学部に入学した学生を対象としています。

●愛知大学地域政策学部への進学を目指す学生
　１名を、川西町が愛知大学へ推薦します。
●推薦者は、川西町が行う選考（書類審査・面接）
　により決定します。

●愛知大学は、川西町からの推薦者を対象に連
　携自治体推薦入試を行います。
●受験に必要な費用（交通費・入学検定料）は
　町が支援します。
●連携自治体推薦入試合格者は、入学後、本
　間喜一奨学金※ 1 の奨学生に認定され、川
　西町から奨学金が支給されます。（４年間で
　３００万円給付※２）

※１：大学３年終了までに、川西町でのインターン
　　　シップを２回行うことが条件です。（各５日間）
※２：学生の身分を失った場合などは、奨学金の給
　　　付停止や返還が必要となる場合があります。

▼申込方法

≪ ９月２４日必須 ≫

　下記の QR コードから申込書をダ
ウンロードし、必要事項を記入のうえ、
高等学校の調査書（厳封）を添付し、
商工観光課まで持参または
郵送にて申込みください。
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川西町と愛知大学の連携

　本町では、愛知大学と結んだ連携・協力に関する
協定に基づき、川西町に在住または在学する高校３
年生を大学へ推薦する独自の推薦制度「川西町・愛
知大学連携自治体推薦制度」を実施しています。推
薦制度を利用して入学した学生は、「川西町・愛知
大学本間喜一奨学金制度」（奨学金給付制度）の奨
学生に認定されます。これは、本町と愛知大学の交
流に大きくご尽力いただいている越

お ち

知 專
まこと

氏（愛知
大学卒業生・本間喜一顕彰会名誉会長）による寄附
金を「本間喜一顕彰基金」とし、その基金を活用し

給付型の奨学金制度を設けているものです。推薦制
度の詳細は本号５ページをご確認ください。
　また、「川西町・愛知大学本間喜一奨学金制度」
として、東北６県から愛知大学地域政策学部へ進学
した方も対象に実施しています。今年度の募集や詳
細については、決定次第町ホームページ等でお知ら
せします。
　奨学生には、在学中３年次終了までに川西町が行
う 5 日間のインターンシップに２回参加し、地域に
ついて学びを深めていただきます。

●愛知大学での学生生活
　地理を学びたかったことと、幅広い分野を地域
との関わりを持って学びたかったため、愛知大学
の地域政策学部に進学しました。
　大学ではＧＩＳ（地理情報システム）を使った
研究をしていました。地図を用いて主題図を作成
し、さまざまな分析を行っていました。研究で身
につけた「課題をどう人に見せるか」「どのよう
に分かりやすく説明するか」という視点は、今も
役立っています。
●愛知大学の魅力
　愛知大学は、少人数と大人数授業のバランスが
取れており、両方のメリットを受けながら学ぶこ
とができます。また、名古屋と豊橋の２つの都市

川西町役場
農林課　生産振興係

鈴木  拓
ひろまさ

優 さん

にキャンパスがあり、アルバイトなど学外活動
も充実できると思います。
●奨学金を活用して
　奨学金を授与いただくことで、本間喜一先生
をはじめ、大学を築いてきた先人たちの歴史を
肌で感じながら学ぶことができました。また、
奨学金を創設してくださった方々の期待を感じ、
適度な緊張感を持って妥協せず勉学に励むこと
ができました。
　奨学生として川西町役場でインターンシップ
を行った際は、メディカルタウンの建設が進ん
でいた時期であり、クリニックや商業施設の建
設予定地を間近で見せていただいたことが印象
に残っています。また、農家の方へ取材する機
会があり、町の特産品であるダリアや枝豆の栽
培現場を間近で見せていただきました。地域の
実状を知る上で重要な経験だったと感じていま
す。
●地域への恩返し
　就職活動を進めるにつれて自分を育ててくれ
た地域に恩返ししたいという思いが強くなって
いきました。本間喜一先生の出身地、インター
ンシップでの縁、川西町とのつながりを大切に
したいという思いから、役場への就職を決めま
した。

INTERVIEW
本間喜一奨学金制度を利用し、愛知大学卒業後、本間喜一奨学金制度を利用し、愛知大学卒業後、
Uターンして川西町役場に就職した鈴木さんへインタビューしましたUターンして川西町役場に就職した鈴木さんへインタビューしました
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町外施設入所

　町外の保育所・認定こども園等を希望する場合は、希望する市町村との協議が必要となりますので、
健康子育て課までお申込みください。申込期間は１０月 1日㈬～３１日㈮です。
　なお、継続入所を希望の方も 1年ごとの承諾となりますので、必ずお申込みください。

●入園基準
　原則として、町内に住所を有する３歳児～５歳児
●申込方法　
　入園を希望する場合は、各幼稚園に入園願書を提
出してください。
　願書は各幼稚園に用意しています。
●入園許可
　入園は募集期間後に決定し、令和 7年２月上旬
に各幼稚園から通知します。ただし、選考の結果、
入園できない場合がありますので、ご了承ください。

●そ の 他
①副食給食、園児バス運行あり。
②７：３０から始業時、保育時間終了時から
　１８：００まで預かり保育あり。

●定　　員　２歳児～５歳児　１３０名
●開園時間　７：３０～１９：００（延長保育含む）
●申込方法
　入園を希望する場合は、小松幼稚園に入園願書を
提出してください。
　願書は同幼稚園に用意しています。

●そ の 他
　完全給食、園児バス運行あり。
※１０月 1日㈬１５：３０から募集説明会を行う
　予定です。
　参加を希望される方は、お電話にて事前にお申込
　みください。

募集施設 所在地 対象年齢 認可定員 電話番号

　北斗幼稚園 西大塚 ３歳～５歳児 210名 0238（42）4808

　美郷幼稚園 莅 ３歳～５歳児 170名 0238（42）4316

募集施設 所在地 対象年齢 認可定員 開園時間（延長保育含む） 電話番号

　（学）天笠学園認定こども園 
小松幼稚園 中小松 2歳～５歳児 130名 7：30～19：00 0238（42）2436

町立幼稚園（北斗幼稚園・美郷幼稚園）

私立認定こども園（認定こども園小松幼稚園）
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年齢 出生期間

0 歳児 令和 07 年 4 月 2 日～令和 08 年 4 月 1 日生まれ

１歳児 令和 6 年 4 月 2 日～令和 07 年 4 月 1 日生まれ

2 歳児（満３歳児） 令和 05 年 4 月 2 日～令和 06 年 4 月 1 日生まれ

3 歳児 令和　4 年 4 月 2 日～令和 05 年 4 月 1 日生まれ

4 歳児 令和   3 年 4 月 2 日～令和　4 年 4 月 1 日生まれ

5 歳児 令和   ２年 4 月 2 日～令和　3 年 4 月 1 日生まれ

●年齢区分（令和８年度）

保 育 所 等

●給　　食　いずれも自園調理による給食あり。
●入所決定までの流れ
　①入所申込書の提出　　　（１０月３１日まで）
　②書類審査　　　　　　　　　　　　（１１月）
　③施設との調整、面接、健康診断　　（１２月）
　④入所調整会議　　　　　　　　　（１２月末）
　⑤入所承諾通知　　　　　　　（来年２月上旬）
　※入所調整の結果、入所できない場合があります
　　ので、ご了承ください。

●入所基準
　町内に住所を有する上の年齢区分欄に記載された
対象年齢の幼児で、保護者が就労しているなどの理
由により、家庭で保育できないと認められること。
●申込方法
　各施設に入所申込書を用意していますので、第１
希望の施設に提出してください。保育に関する詳細
は入所申込書を受け取る際に、各施設にお問い合わ
せください。

募集施設 所在地 対象年齢 認可定員 保育時間（延長保育含む） 電話番号

　町立 小松保育所 上小松 ０歳（生後６か月）～５歳児 130 名 月～土  7：30 ～ 18：30 0238（42）2810

　私立 美女木げんき保育園 上小松 ０歳（生後２か月）～２歳児 030 名 月～土  7：15 ～ 19：15 0238（42）3656

　私立 あおぞら保育園 上小松 ０歳（生後２か月）～２歳児 060 名 月～土  7：30 ～ 19：30 0238（42）4105

　小規模保育
保育園パステルファミリー 西大塚 ０歳（生後２か月）～２歳児 019 名 月～土  7：30 ～ 18：30 0238（46）3303

10月1日㈬～31日㈮
2025年

※土・日・祝日を除く ８：３０～１７：００
※各施設の定員を超える申込みがあった場合、選考となること
　があります。
　また、来年度途中での申込みや入所に関する相談は、随時お
　問い合わせください。

●月額保育料
　町が定める基準額表によりますので、詳細は町ホームページをご覧ください。
　※幼児教育・保育の無償化により３～５歳児は保育料が無料になりますが、副食費・バス代
　　などは保護者負担となります。その他、施設によっては施設協力費などの経費がかかります。

※出生前の仮受付について
　令和 8 年２月１日までに出生予定のお子さんがおり、令和 8 年４月から利用希望の方は、健康子育て課
までお申込みください。なお、お子さんのお名前は空欄で仮申込みをしてください。

令和８年４月からの
保育所・幼稚園の利用受付 問健康子育て課　☎ 0238（42）6671

申 込 期 間

▲保育園・幼稚園
　について
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　国民健康保険は、病気やケガをしたときに安心して
医療を受けられるように加入者の皆さんが保険税を納
付し、お互いに助け合う相互扶助の制度です。町の国
保財政は、被保険者の減少や高齢化により、国保税額
が減少していく一方で、１人あたりの医療費は高額と
なっており、今後も加入者の高齢化や医療技術の発展
などにより増加することが予想され、安定した運営が
できなくなる恐れがあります。
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お知らせ

川西町国民健康保険の現状について
問健康子育て課　☎ 0238（42）2114

　令和６年度の医療費は、１４億４，４２３万２千円
で、一人あたり４９８，６９９円となっています。
●医療費と保険税の推移
　川西町の被保険者数と医療費、保険税の推移を示し
たものが下のグラフです。
　被保険者数は減少傾向にありますが、１人あたりの
年間医療費と１人あたりの年間保険税は増加傾向にあ
ります。

ジェネリック医薬品 OTC医薬品
を上手に利用しましょう！

とお薬を利用
するときは

　ジェネリック医薬品は、新薬の特許期間終了後に
製造・販売される医療用医薬品です。新薬よりも価格
が安く設定されており、薬代の節約につながります。

　自分自身の健康に関心を持ち、軽微な不調を自分
で対処することをセルフメディケーションと言い
ます。OTC医薬品（市販薬）を上手に利用して、積極
的に健康管理を行いましょう。

　OTC医薬品とは、薬局やドラッグストアで購入できる、処方せんが不
要な医薬品です。「少し風邪気味」「軽いケガをした」など、医療機関にか
かるほどではない軽微な症状のときは、OTC医薬品を活用することで、
医療費の節約につながります。
◉こんなメリットも！
・ 医療機関を受診するための時間を節約できる
・ 医療機関の診察時間外でも購入できる
・ セルフメディケーション税制で所得の控除を
　受けられる（一定の条件があります）

OTC医薬品（市販薬）を活用しましょう安心・安全

飲みやすく改良 お試し調剤も可

効果は新薬同等
国の品質基準を
クリアしている
ので安心です。

新薬と同じ主成分
なので同等の効果
が得られます。

大きさや形状など
飲みやすく改良し
た薬もあります。

不安があれば「お
試し調剤」で短期
間試してみましょう。

町報かわにし　8令和７年９月15日

問農林課　☎0238（42）6641

問住民課　☎0238（42）6618

●川西産業マルシェ
●ダリアアレンジ展示
●働く車の展示
●川西企業展
●「匠の技」体験
●川西町産米沢牛即売会
●モンテディオ山形 “モンテスエアドーム ”
● ARスポーツ「HADO」など

　川西町の農業・商業・工業が集う “ かわにし産業フェ
ア ” と、環境にやさしい暮らしを考える “ かわにし環
境フェア ” を同時開催します。
　川西町初のモンテディオ山形の “ モンテスエアドー

●体験イベント
　・電動車両展示・乗車体験
●ワークショップ等
　・海と旅してきたかけらで作るキーホルダーの作成
　・マイクロプラスチックで作るフレームアート作成
　・自然素材を活用したマイスプーン・マイフォーク作成　など
●その他　
　・古着回収（受付時間１１：００～１２：００）
　　※回収品目は QR コードからご確認ください。
　　※回収に出す古着等は、透明なビニール袋に入れて
　　　お出しください。

かわにし
産業フェア

かわにし
環境フェア

会場　役場庁舎駐車場ほか

会場　役場庁舎駐車場ほか　　　　（古着回収：JA山形おきたま本店駐車場）

かわにし
産業フェア

かわにし
環境フェア＆

土

同時同時
開催開催

10月18日 11：00～15：002025
ム ”、ＡＲスポーツ「HADO」、環境に配慮した素材
を使ったクラフト体験、古着回収なども行います。ぜ
ひご来場ください。

※イベント内容は変更となる場合があります。　※雨天等により内容が変更となる場合があります。

　駐車場は、JA 山形おきたま本店駐車場をご利用ください。

▲ AR スポーツ「HADO」 ▲モンテスエアドーム ©MONTEDIO YAMAGATA 
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　東北総合スポーツ大会ホッケー競技決勝戦において、
本町出身者で構成される山形県成年男子チームが岩手
県チームに１対０で勝利し、１０月に滋賀県で開催され
る国民スポーツ大会への出場を決定しました。国民ス

ホッケー山形県成年男子チーム

国民スポーツ大会出場決定！
8/24

▲動画はこちら ▲県ホッケー協会
　インスタグラム

　８月１６日㈯・２７日㈬に公演され、多くの観客が楽
しみました。
　小松豊年獅子踊は、花に酔い火に狂う三匹の獅子の
躍動の中に農作業のしぐさが織り込まれており、約１，

小 松 豊 年 獅 子 踊 公 演

迫 力 あ る 獅 子 舞 を 披 露
8/16・27

２００年の歴史があります。牝獅子が火
の輪をくぐる“ 狂い獅子 ”の場面では歓
声や拍手とともに最高潮の盛り上がりを
見せました。

ポーツ大会への出場は昨年に続き２年
連続で５回目となります。山形県のホッ
ケーに関する大会やイベント情報等はイ
ンスタグラムをご覧ください。

　今年は犬川地区を対象に訓練を行いました。町職員
は、災害時の初動確認として災害対策本部設置訓練や
避難所開設訓練等を行い、犬川地区の参加者は、水害
時の避難先である町体育館に避難し、避難所運営の確

川 西 町 総 合 防 災 訓 練

水 害 を 想 定 し た 訓 練
8/31

認や段ボールベッドの作成、防災食の試
食等を行いました。他にも、災害時に活
躍する車両や備蓄品の展示等を行い、参
加者の防災意識の向上を図りました。 ▲動画はこちら

　本町は㈱モンテディオ山形（相田健太郎代表取締役
社長）と、相互の交流人口の拡大や地域住民の健康増
進の取組等を行うことを目的に、包括連携協定を締結
しました。モンテディオ山形と市町村の連携協定の締

モンテディオ山形と包括連携協定を締結

交流や健康増進に向けた連携へ
8/30

結は２例目です。
　今後、本町では、相互のＰＲ活動をはじめ、サッカー
観戦を通じた健康や仲間づくり、大型スクリーンでの
試合観戦などを行う予定です。

町報かわにし　10令和７年９月15日

― 今月の表紙 ―

川 西 ダ リ ヤ 園 オ ー プ ン

暑さを越えてダ リ ヤ園 開 園
8/9

▲川西ダリヤ園
　ホームぺージ

　ＮＰＯ法人芸術村あすなろ（神奈川県川崎市）の音
楽に励む小学生や指導者など５５名が玉庭地区で合宿
を行いました。この合宿は今年で３６回目の開催とな
ります。合宿中は、地区内で農作業の体験などが行わ

　今年の夏まつりは、町制７０周年の記念イベントと
して、例年よりも規模を拡大して開催されました。
　物産ブースでは、かわにしマルシェや全国物産展等
が開催され、川西町や全国各地のグルメが並びました。
　ステージでは、町内の伝統芸能をはじめ、EXILE 

　令和７年度の川西ダリヤ園が開園しました。三菱鉛
筆株式会社 山形工場様からは、今年も川西ダリヤ園
オリジナル鉛筆５，０００本をご寄贈いただきました。
式典の最後には、津軽三味線澤田流名取・山中裕史先

芸 術 村 あ す な ろ　 青 空 演 奏 会

玉 庭 で 交 流 を 深 め る
8/3

KAWANISHI  GREEN  FESTIVAL  2025

７０周年を記念した川西夏まつり
8/10

生による演奏が披露されました。
　ダリヤ園の開花状況や、園内で開催さ
れるイベント情報については、ダリヤ園
ホームページでご確認ください。

れました。８月３日㈰には、青空演奏会
が開催され、数々の合唱や演奏が披露さ
れました。特に『ボレロ』は、大迫力の
演奏となり、会場に響き渡っていました。

MAKIDAI from PKCZ®︎ の special DJ 
ステージ等が行われました。当日は雨天
ではありましたが、多くの方に参加いた
だき、大盛況でした。

▲動画はこちら

▲動画はこちら
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お知らせ

個人版ふるさと納税寄附実績（令和６年４月～令和７年３月）
問商工観光課　☎ 0238（42）6645

お知らせ

企業版ふるさと納税を募集しています
問企画財政課　☎ 0238（27）1133

　町では企業版ふるさと納税を募集しています。詳
細は町ホームページをご覧ください。

●寄付いただいた企業（令和６年１１月～令和７年８月敬称略）
◇株式会社ゼロアクセル　（代表取締役　大福 裕貴）
◇富士フィルムＢＩ山形株式会社
　（代表取締役社長　熊沢 好信）
◇スズキハイテック株式会社
　（代表取締役社長　鈴木 一徳）
◇株式会社 5core　（代表取締役　齋藤 大河）
◇シエンプレ株式会社　（代表取締役　佐々木 寿郎）

寄附いただきありがとうございました。

寄附いただきありがとうございました。

　令和６年度に寄附いただきました「ふるさと納税」
は次の事業に活用しました。

寄附金の使途 主な充当事業名 令和６年度寄附金額（千円） 寄附充当額（千円）
健康・元気づくり事業 健康診査・予防検診事業 ２２，１０４ ６，０００

次世代を担うこども育成事業
放課後児童クラブ運営事業

６５，７１４
９，２５７

小学校教育コンピューター管理事業 １１，９００
歴史、文化の継承発展事業 フレンドリープラザ開館３０周年事業 ９，００１ １，８４３
環境保全・景観維持、再生事業 ごみ減量・資源化推進事業 １３，７５４ ５，２００
自治の醸成コミュニティ推進事業 地区交流センター管理運営事業 ３，１０３ １，５５１
地域間交流事業 里の暮らし推進事業 １，４５４ １８８
指定なし － ２０８，４００ －

年度 寄附総額（千円） 寄附件数
令和６年度 ３２３，５３０ １５，６２８

◇岡崎医療株式会社　（代表取締役　斎藤 嘉廣）
◇株式会社鈴木建築設計事務所
　（代表取締役　藤原 薫）
◇株式会社本間俊雄設計事務所
　（代表取締役　本間 弘）
◇ ONE 株式会社
　（代表取締役社長　和智 雄司）
◇プライベートサウナ株式会社
　（代表取締役社長　和智 雄司）

▲町ホームページ

　結婚相手を紹介してほしい、自分に合っている婚活
方法が知りたい、理想の相手の選び方や選ばれ方をア
ドバイスしてほしいなど、出会いや結婚に関するあな
たの相談を「やまがた縁結びたい」がお受けします。
ご希望の方は、以下問合せ先までお申込みください。
●日時　１０月２６日㈰　１４：００～１６：３０
●場所　宮内地区交流センター（宮内公民館）　
●対象　結婚を希望する男女、またはその家族の方
●参加費　無料

「婚活フェスin置賜」参加者募集
募 集

▲町ホームページ

　応募方法等詳しくは町ホームページ
をご覧ください。

問政策推進課　☎ 0238（42）6613

　循環型農業を推進するにあたり、地元で生産された
たい肥を使って農産物を作ることは大切な取り組みで
す。
　たまにわ堆肥センターでは、川西町産の牛ふんたい
肥の製造、販売を行っております。完熟したたい肥で
すので、臭気も少ないのも特徴です。田んぼや畑はも
ちろん、家庭菜園にもおすすめです。一般の方でも気
軽に利用できますので、ぜひご利用ください。
●販売価格
　２ｔダンプ１台分　５，０００円（消費税・配達料込）
　※配達は町内のみです。
●利用方法　たまにわ堆肥センターへ申込み

川西町産牛ふんたい肥を
ご利用くださいお知らせ

問たまにわ堆肥センター　☎ 090（4041）3148

町報かわにし　12令和７年９月15日

広
告

お知らせ

町誕生70周年記念事業「震災を忘れない事業」『走る震災遺構』がやってくる
問住民課　☎ 0238（42）6618／福祉介護課　☎0238（42）6635

　東日本大震災当時、岩手県大槌町において役場職員
の佐々木健氏が町内避難所への物資搬送で奔走してい
た際、東京都東久留米市の市民団体から軽ワゴン車が
送られました。その車体にはたくさんの復興支援のメ
ッセージが書き込んでありました。秋篠宮さまをはじ
め、多くの人がしたためた想いをのせたこの軽ワゴン
車は、役目を終えたあと「走る震災遺構」として蘇り
ました。
　この車が活躍した大槌町と本町は故井上ひさし氏の

「ひょっこりひょうたん島」を縁に様々な交流をして
きました。今回この「走る震災遺構」の展示及び講演
会を開催します。

　たくさんの方にこの「走る震災遺構」（軽ワゴン車）
をご覧になっていただき、震災の事実や教訓を、世代
を超えて伝え続ける機会とします。
「走る震災遺構」展示
●展示期間　１０月２０日㈪～１１月６日㈭
●展示場所　役場前
「震災を忘れない」講演会
●日時　１０月３１日㈮　１５：００～
●場所　フレンドリープラザ
●講師　車の所有者であった岩手県大槌町役場元職員
　　　　佐々木　健　氏
※ 川西中学校の生徒を対象に開催します。一般参加も

大歓迎です。

お知らせ

定額減税しきれなかった方への給付金（不足額給付）
問総務課　☎ 0238（42）6610

　町報 7 月号でお知らせした「定額減税しきれなか
った方への給付金（不足額給付）」について、対象者
と思われる方に対して、９月中旬ごろまでにピンク色
の封筒で個別に給付金関係の通知を送付しています。
　各種通知が届いた方は、１０月３１日㈮までに申請
するようお願いします。通知が届かない方で、自身が
対象者と思われる方については、上記問合せ先までお
問い合わせください。
　お問い合わせをいただく前に、給付金の対象となる

要件について、町報かわにし７月号または町ホームペ
ージを必ずご確認ください。
※対象かどうかの判断をするため、書類をご用意して
　いただく必要があります。
※申請の結果、対象とならない場合も
　ありますのでご了承ください。
※書類の準備にかかった費用について
　は町で負担できませんので、ご了承
　ください。 ▲町ホームページ
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【行政相談】
　行政サービスに関する困りごとや要望があるとき
は、総務大臣から委嘱された行政相談委員が、無料・
秘密厳守で相談に応じます。お気軽にご相談ください。
●行政相談委員
　奥村　邦彦さん（犬川）
　山口　由紀子さん（中郡）
●相談日　定例相談の毎月第３水曜日に加え、１０月
　２９日㈬に特設相談を開設します（詳細は本号２１
　ページの無料相談コーナーに掲載）
【行政相談パネル展示】
　制度の説明や事例などを分かりやすくまとめたパネ
ル展示を行います。ぜひご覧ください。
●日時・会場
　展示①　9 月２５日㈭～３０日㈫　１５：００まで

９月～１０月は行政相談月間です
～パネル展示、特設相談を開催～お知らせ

　　　　　川西町フレンドリープラザ
　展示②　１０月１７日㈮～２３日㈭ 　１５：００まで
　　　　　役場１階　展示スペース

問住民課　☎ 0238（42）6615

　令和７年９月診療分をもちまして、医療費が２割負
担の方の１か月の外来医療の窓口負担を、１割負担の
額から３千円以内の増加額に抑える配慮措置（入院の
医療費は対象外）が終了となります。
　令和７年１０月診療分以後につきましては、本措置
の終了に伴い、医療機関での窓口負担がこれまでより
も増えたり、高額療養費等の給付額が少なくなる可能
性があります。
　制度改正についての問い合わせ窓口として、厚生労
働省がコールセンターを設置しておりますのでご活用
ください。
☎０１２０－１１７－５７１（フリーダイヤル）　

後期高齢者の医療費が２割負担
の方への配慮措置が終了しますお知らせ

▲県後期高齢者
　医療広域連合
　ホームページ

●コールセンター設置期間・受付時間
　令和８年３月３１日㈫まで
　９：００～１８：００
　※日曜日、祝日、年末年始は除く
問健康子育て課　☎ 0238（42）2114

　ウォーキングアプリ「aruku ＆
と

」をダウンロード
して期間各月毎、月間２４０，０００歩（１日平均８，
０００歩）達成された方の中から抽選で１０名様に「県
産品カタログギフト」や「山形うまいもの」のプレゼ
ントがあります。
●期間　１０月１日㈬～１１月３０日㈰
●料金　無料　※アプリのダウンロードや利用時にか
　かる通信料は各自ご負担ください。

やまがた健康長寿日本一
ウォーキングWeb大会お知らせ

▲県ホームページ

●対象　県内在住者
　詳細は県ホームページをご覧くださ
い。
問やまがた健康フェア実行委員会事務局

　　　　　　　　☎ 023（630）2919

●講習日　【第一種】　１１月１１日㈫～１３日㈭
　　　　　【第二種】　１１月１８日㈫～２０日㈭
●場所　山形ビッグウイング
●受付期間　
　９月１５日（月・祝）～１０月６日㈪

消防設備点検資格者講習の
お知らせお知らせ

▲日本消防設備
　安全センター
　ホームページ

　日本消防設備安全センターのホーム
ページから申込用紙をダウンロードし
て申込み

問（一社）山形県消防設備協会
☎023（629）8477

●試験種類　甲種・乙種（全類）・丙種
●試験日　１１月２２日㈯　午前中
●試験地　山形ビッグウイング
●申請受付期間（書面・電子）
　１０月３日㈮～１６日㈭

問（一財）消防試験研究センター山形県支部
☎023（631）0761

危険物取扱者試験（後期）の
お知らせお知らせ

過去の町報かわにしは
町ホームページで
ご覧いただけます ▶▶▶

町報かわにし　14令和７年９月15日

　将来の担い手となる若者の県内回帰・定着を促進す
るため、県内にＵターンし就業・定住した場合に奨学
金の返還を支援する事業を行います。
●対象　
①山形県内に居住しながら県内の高等学校、特別支援
　学校高等部、専修学校高等課程を卒業し、日本国内
　に所在する高等教育機関を卒業した者
②４０歳以下であること（誕生日が昭和６０年４月２
　日以降の方）
③大学等卒業後、県外において就業の実績があること
※公務員は対象外とします。ただし、職種によっては
　対象有。
●申込期間　
　【２次締切】　９月３０日㈫　１７：００必着
　【３次締切】　１０月３１日㈮　１７：００必着

就職促進奨学金返還支援事業
（Uターン促進枠）お知らせ

●定員　１名
　詳細は町ホームページをご覧くだ
さい。
問商工観光課　☎ 0238（42）6645

▲町ホームページ

　ＳＤＧｓは、２０１５年に国連で採択された「持
続 可 能 な 開 発 目 標（Sustainable Development 
Goals）」の略称で、「誰一人取り残されることのない」
持続可能でより良い社会を目指す世界共通の目標で
す。
　山形県では、県全体でＳＤＧｓの達成に向け行動す
る「やまがたＳＤＧｓ推進月間」を設定します。「食
べ残しをなくそう」、「家事や育児を平等に分担しよ
う」、「マイバッグを使おう」など、県ホームページに
掲載している取組例なども参考に、皆さんも持続可能

やまがたＳＤＧｓ推進月間
9月19日㈮～10月19日㈰お知らせ

▲県ホームページ

でより良い社会の実現に向けて、でき
ることから取り組んでみましょう。
　詳細は県ホームページをご覧くださ
い。
問企画財政課　☎ 0238（27）1133

　入居を希望される方は、窓口備え付けの申込書をご
提出ください。
●募集内容　県営舘之北アパート
●料金　入居者全員の収入により住宅使用料を算定
●対象　住宅に困窮している方
●申込期間　１０月 1 日㈬～７日㈫
　　　　　　９：００～１６：３０
　※土曜日、日曜日、祝日は休館日となります。
●入居時期　１２月中旬

問山形県住宅供給公社　置賜地域管理事務所
　　　　　　　　　　　☎ 0238（24）2332

県営住宅入居者募集
募 集

　町は県と連携し、令和７年６月からの高温・少雨に
対応するため、遮光資材、換気扇、循環扇、ミスト噴
霧装置及び散水・灌漑設備を新たに導入した園芸作物
農家（果樹、野菜、花き）の皆さんに対する支援を行
います。支援を希望する場合は、以下問合せ先までお
問合せください。
●対象経費　※以下をすべて満たす経費が対象
①高温・少雨による収量、品質の低下防止のために新
　たに導入した資材・機器であること
②対象となる資材・機器は、遮光資材、換気扇、循環
　扇、ミスト噴霧装置及び散水・灌漑設備
③令和７年６月１日から９月３０日までに納品された
　もの
●対象作物　園芸作物（果樹、野菜、花き）
　　　　　　※コメや大豆等は対象となりません。

6月からの高温・少雨対策に取り組んだ
園芸作物農家等の皆さんを支援しますお知らせ

●補助率　
　最大１／２（県と町の補助金合計）
※導入した資材や機器、対象作物の　
　面積等で上限が変わります。

▲町ホームページ問農林課　☎ 0238（42）6641

▶町報かわにしの概要
　月１回、約 5,000 部発行
▶規格　１種：4.5cm × 8.7cm
　　　　２種：4.5cm × 17.5cm
▶価格　１種： 8,000 円（税込）
　　　　２種：15,000 円（税込）
▶申込　発行日１か月前まで

【お問合せ】企画財政課 広報担当  ☎ 0238（42）6695

広 告
募集中

詳細▶

▶町ホームページの概要
　右の QR コードのページ
下部に掲載するバナー広告
▶規格　60 ピクセル× 120 ピクセル
▶価格　月額 10,000 円（税込）
▶申込　随時募集

【お問合せ】企画財政課 広報担当  ☎ 0238（42）6695

広 告
募集中

詳細▶
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イベント 子育て 健康

▲ ▲ ▲

行事予定カレンダーを
町のホームページで公開して
います

【時　間】　９：３０～１１：３０
【場　所】　役場
【対　象】　（男性）１７～６９歳（女性）１８～６９歳
　　　　　　　　　　　　　※６５歳以上は要件有

【持ち物】　献血カードまたは献血アプリ「ラブラッド」
　　　　　　お薬手帳（服薬中の方）

献血 (400ml のみ）

問健康子育て課　☎ 0238（42）2114 

9
 25
[ 木 ]

【時　間】　１３：００開演
【場　所】　フレンドリープラザ
【料　金】　無料

第１０回
藤柳流日本舞踊発表会

問齋藤　忠　☎ 0238（46）2569

10
12
[日]

　運動が苦手な人も、子どもからお年寄りまで、
だれでも楽しめるスポーツ体験イベントです。お
いしいフード（地元の人気店が出店）と楽しい体
験ブースで、からだも心も元気になりましょう！

【時　間】　９：３０～１４：００
【場　所】　総合運動公園
　　　　　農村環境改善センター

【対　象】　スポーツが好きな方どなたでも
【参加費】　無料

秋のもぐスポ in 川西町
うごいて！たべて！みんなで健康！

問（一社）川西町スポーツ協会
　　☎ 0238（46）2277

10
12
[日]

【申　込】　申込フォームから申込み
　　　　　で特典あり   ※申込みな     
                   しの当日参加も可能

▲申込フォーム

　下小松古墳群には、たくさんのきのこが自生し
ています。色々なきのこを観察してみませんか。

【時　間】　９：００～１１：３０
【場　所】　下小松古墳群
【講　師】　菅野　勇　氏
【対　象】　子供から大人までどなたでも
【参加費】　無料
【服装・持ち物】　長袖長ズボン、帽子、飲み物

下小松古墳群「きのこ観察会」

問里山と下小松古墳群を守る会
青木　☎ 090（7329）4488

10
５
[日]

【時　間】　１０：００～
【場　所】　フレンドリープラザ
【料　金】　無料
【持ち物】　ウォーキングシューズ
【申込み】　問合せ先に電話
【その他】　２回参加毎に浴浴センターまどかの入浴
　　　　　券を１枚贈呈します。

ぐるりウォーク＋１０

問健康子育て課　☎ 0238（42）6640 

10
1
[ 水 ]

　米坂線のプレ１００周年を祝い沿線１００キロ
を歩くイベントを開催します。米沢駅から坂町駅
までの間、徒歩にてリレー（駅で引継ぎ）を行い
ます。希望する区間の出発駅に集合し参加いただ
きます。各日の通過予定時間や詳細は町ホーム
ページをご覧ください。

【参加費】　無料
【対　象】　どなたでも

問 NPO 法人えき・まちネットこまつ
　　江本 ☎ 090（1490）8472

FAX0238（42）2730

９
2727 2828・

[日][日][土][土]

【申　込】　９月２０日㈯までに下記
　申込フォームから申込み、または
　問合せ先へ電話・ＦＡＸにて申込
　み。参加者は事務局にて保険加入
　申請を行います。

▲申込フォーム

▲町ホームページ

テクテク１００開催！
米坂線の復旧と復活を祈って１００キロ沿線リレー！

▲町ホームページ

【申　込】　不要。当日下小松古墳
　群駐車場へお集まりください。
※やまがた緑環境税活用事業です。

町報かわにし　16令和７年９月15日

　　問政策推進課　☎ 0238（42）6604

　付属棟（写真左上）の屋根と壁面の太陽光パネ
ル設置が完了しました。まちりあの常用電源とし
て使用するとともに、停電時、災害発生時の非常
用電源としても使用を想定しています。
　写真左下は、地下水熱利用のための井水埋没配
管工事の様子です。まちりあは、空調熱源として
「帯水層蓄熱システム」を採用しています。夏期
はくみ上げた地下水を冷房に使い、その排熱を地
下水がたまった地層に蓄熱して、冬期の暖房に効
率よく活用します。
　また、建物内部では、天井、壁のボード張り、
電気設備等の設置が着々と進んでいます。

今月の“まちりあ”

▲町のホームページでも工事の進捗状況をご確認いただけます。

●募集職種　事務系総合職
●採用予定人員　若干名
●受験資格（次のいずれかを満たす方）
　◇平成８年４月２日から平成１５年４月１日までに
　　生まれた者
　◇平成１５年４月２日以降に生まれた者で、大学（短
　　期大学を除く。）を卒業した者または令和８年３
　　月３１日までに卒業見込みの者
●採用予定年月日　令和８年４月１日
●試験期日　１１月１６日㈰
●試験会場　公立置賜総合病院
●申込方法　１１月５日㈬まで（必着）に申込書を問
　合せ先に送付
　※申込書や試験案内は問合せ先で配布しています。
　　また、公立置賜総合病院のホームページからもダ
　　ウンロードいただけます。

問公立置賜総合病院総務課職員係
☎ 0238（46）5000

公立置賜総合病院　職員募集
募 集

　川西町斎場が、１０月１６日㈭の午後に消防訓練が
行われるため、休場となります。

問住民課　☎0238（42）6616

川西町斎場の休場のお知らせ
お知らせ

お知らせ

やまがた終活フェアinおきたま開催
問飯豊町地域整備課住宅政策室　☎ 0238（87）0882

　人生１００年時代と言われる今、私たちはより長く
そしてより良く生きるための準備が必要です。「まだ
先のこと」と思っている終活。準備時間がたっぷり
の “ 今 ” だからこそ始めるチャンスです。終活の基本
から実践までやさしく学べる終活セミナーを開催しま
す。
●日時　１０月４日㈯
　◇セミナー　　１３：００～１５：１５
　◇個別相談会　１５：１５～１６：１５
●場所　飯豊町町民総合センター「あ～す」
　　　　（飯豊町大字椿３６２２番地）
●料金　無料（定員１００名）
●内容　
　◇セミナー
　　【講演】　「終活の始め方」（（社）日本エンディン
　　　　　　グサポート協会理事長 佐々木悦子氏）

　　【実践】　「エンディングノートを書こう」
　◇個別相談会
　　　セミナー終了後に１０分程の個別相談ができま
　　す。セミナー申込時に相談希望の旨をお伝えくだ
　　さい。（各分野先着５名）
　　【相談内容】
　　・不動産の利活用など（公益社団法人全日本不動
　　　産協会山形県本部）
　　・相続、登記など（山形県司法書士会）
　　・解体（一般社団法人山形県解体工事業協会）

▲飯 豊 町
　ホームページ

　　・生命、医療保険（三井住友海上
　　　あいおい生命保険株式会社）

※詳細は右記ホームページをご覧くだ
　さい。
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イベント 日　時 場所 申込締切 詳細 問合せ先
ルンルン子育て広場

『教えて小児救急とAED』
９月２４日㈬
９：３０～１１：３０ 子育て支援

センター
申込不要 子育て支援センター

☎0238（44）2822
子育て応援講座

楽しいリトミック②
１０月１４日㈫
１０：３０～１１：３０

こあらっこ広場 １０月８日㈬
１０：４５～１１：３０

ママ＆ベビー
リフレッシュ教室

１０月８日㈬
９：４５～１０：４５

開催日の
１週間前

健康子育て課
☎0238（42）6640

美郷幼稚園開放日 １０月７日㈫
１０：００～１１：００ 美郷幼稚園

申込不要

美郷幼稚園
☎0238（42）4316

北斗幼稚園開放日 １０月９日㈭
１０：００～１１：００ 北斗幼稚園 北斗幼稚園

☎0238（42）4808

子育てイベント・施設開放日

▲詳細

▲町ホームページ

かわにし子育てアプリ  かわるるかわにし子育てアプリ  かわるる
（ダウンロード・利用料無料）

▲ App Store

▲ Google Play

●アプリの主な機能
《成長の記録》
　妊娠の経過やお子さんの成長を記録することができます。

《予防接種・健診のスケジュール管理機能》
　お子さんの生年月日などから、予防接種や健診の最適なスケジュールが作成されます。
　スケジュールに合わせて、予防接種や健診の案内が、メール・プッシュ通知で届きます。

《川西町の子育て情報》
　子育て関連のお知らせ・情報をアプリ内で見ることができます。
　また、お子さんの年齢に合わせた子育てイベント等の情報をメール・プッシュ通知で受け
取ることができます。

　循環型社会の形成及びカーボンニュートラル
の実現をめざし、多数のブースによる体験な
ど環境について楽しく学べる「やまがた環境展
２０２５」を開催します。
【時　間】　１８日　１０：００～１７：００
　　　　　１９日　１０：００～１６：００
【場　所】　山形ビッグウイング
【料　金】　無料
【内　容】　アルピニストの野口健氏によるトーク

問山形県循環型社会推進課
　　☎ 023（630）2302

10
18181919・

[日][日][土][土]

　ショー、おもちゃの交換
　会、親子で楽しめるワー
　クショップ、エコドライ
　ブアドバイスなど

やまがた環境展２０２５

　日本代表経験者からホッケーの楽しさを学べる
体験型の教室を開催します。未経験者用のプログ
ラムもご用意しています。
【対象・日時】
　中学生　１８日　　９：００～１２：００
　小学生　１９日　１０：００～１２：３０

10
18181919・

[日][日][土][土]

※保護者の参加も大歓迎です。
【場　所】　川西町総合運動公園
　人工芝ホッケー場
【料　金】　無料
【内　容】　運動能力向上プログラ
　ム、ホッケー体験、プレゼント
　大会等
【申込み】　申込フォームより申込み

　詳細は日本ホッケー協会のホー
ムページをご覧ください。

夢見るホッケー教室

▲申込フォーム

問（公社）日本ホッケー協会　山下彰子
　メール　akiko.yamashita@japan-hockey.org

▲日本ホッケー協会
　ホームページ



21　町報かわにし 令和７年９月15日

… 8 月受付分 …

おめでとう そして ありがとう

氏名 性別 保護者 大字

鈴木　詩
し の

乃 女 篤史 ・まどか 黒　川

横澤　橙
と う き

樹 男 新之介・ 美里 上小松

髙橋　美
み こ と

琴 女 文太 ・ 美穂 上小松

ようこそ赤ちゃん　３名

【おめでとう そして ありがとう】は、８月に掲載
の申し込みがあった方のみ掲載しています。

９・１０月の無料相談

（南陽市椚塚４２０－７）

▲

診療日　日曜日・祝祭日
　　　　　 9/21 ㈰・9/23 ㈫・9/28 ㈰・10/5 ㈰・10/12 ㈰・10/13 ㈪
　　　　　10/19 ㈰・10/26 ㈰▲

時　間　８：４５～１１：４５／１３：００～１６：３０▲

診療科目　主に内科、小児科
※ただし、次の①～③に該当し受診を希望する方は事前に電話でお問合

　休日診療所は、比較的症状の軽い救急患者に診療を行うための初期救
急医療機関です。休日の急な発熱、体調不良等にご利用ください。
※マイナ保険証（健康保険証利用申し込みが完了したマイナンバーカード）または保険証（資
　格確認書）を忘れずにご持参ください。なお、支払いは現金のみとなります。

南陽東置賜休日診療所 ☎ 0238（40）3456

9 月町税等
●固定資産税・都市計画税（３期）
●国民健康保険税（３期）
●介護保険料（３期）
●後期高齢者医療保険料（３期）
●水道・下水道料金（８月使用分）

口座振替日　９月２９日㈪
納 付 期 限　９月３０日㈫

問住民課　☎0238（42）6616

※役場にお越しの際は事前にご連絡をいた※役場にお越しの際は事前にご連絡をいた
　だけると相談がスムーズです。　だけると相談がスムーズです。

成約 91 件（令和7年8月末）

登録累計 124 件
のうち

▶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　チ
ェ
ッ
ク
！

空き家利活用のご相談は
川西町空き家バンク まで

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

特設人権相談 10/1 ㈬
13：30 ～ 16：00

健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

住民課
☎ 0238(42)6615

行 政 相 談
（ 定 例 相 談 ）

9/17 ㈬・10/15 ㈬
13：30 ～ 15：30

健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

行 政 相 談
（ 特 設 相 談 ）

10/29 ㈬
13：30 ～ 15：30 役場１階相談室

交通事故・相続・
遺言・各種手続
全般の相談

10/1 ㈬
13：00 ～ 15：00 役場１階相談室

行政書士会米沢支部
☎ 0238（42）4820

（川崎）　予約可
きらきら親子

相談（要予約）
10/9 ㈭
①9：30～②10：45～

子育て支援
センター

健康子育て課
☎ 0238（42）6640

心の健康相談
（要事前予約）

9/17 ㈬
10：00 ～ 11：30

長井会場（置賜総合
支庁西置賜地域振興局）

置 賜 保 健 所
地 域 保 健 福 祉 課
精神保健福祉担当
☎ 0238（22）3015

10/8 ㈬・10/15 ㈭
9：30 ～ 11：00

米沢会場
（置賜総合支庁本庁舎）

心配ごと相談 9/17㈬・10/1㈬・10/15㈬
13：30 ～ 16：00

健康福祉センター
（旧町立病院２Ｆ）

社会福祉協議会
☎ 0238（46）3040

法 律 相 談
（要事前予約）

9/18 ㈭・10/16 ㈭
13：00 ～ 16：00

米沢地区勤労者
福祉会館（米沢市）

米沢地区勤労者福祉協会
☎ 0238(21)5250

※お身体が不自由な方の相談は13：00～14：00に行います。
　予約時にご相談ください。

ご冥福を祈ります
氏名 年齢（満） 大字

平間　澄子 92 時　田

松田修一郎 88 上小松

小関冨美子 96 上小松

髙橋　辰美 92 尾長島

早坂喜代子 87 下平柳

塩野　修一 82 小　松

宍戸　ワキ 95 時　田

竹田　チヨ 99 高　山

舟山とみ子 76 上小松

金子　新七 89 中小松

藤田　次男 93 上小松

風間アヤ子 97 吉　田

１３，１４９人（－１９）

　男　　６，５００人　　（－７）

　女　　６，６４９人　（－１２）

世帯数　４，９１０世帯　（－６）

※８月末日現在の住民基本台帳人口

川西町の人口

　せください。
　①咳や熱などの症状がある方
　②外科を希望される方
　③小学生未満のお子様の受診を希望される方 ▲町ホームページ

町報かわにし　20令和７年９月15日

住民主体サービス（Ｂ型）の実施団体を募集しています（実施団体向け）

問福祉介護課内　地域包括支援センター　☎ 0238（42）6638

包括支援センターだより

【まちカフェ（認知症カフェ）】　・日時：９月２４日㈬　１０：００～１１：３０　　・場所：生きがい交流館

こあらすくすく

子育てコラム
　乳幼児のいる家庭でできる防災の取り組みや非常時に持ち
出したい物など、今年度のこあらだよりでは防災について取
り上げています。避難先の確認、非常用セットの準備、乳幼
児がいる場合には子どもを連れての避難をイメージすること
も大切です。備蓄には最低３日分の食料や飲料が必要と言わ
れていますので、ローリングストックで上手に備えましょう。
　写真は５月に行った火災対応訓練の際の写真です。来月こ
あらでは総合避難訓練を実施予定となっています。開所時間
内に災害が起きた場合の対応、安全な避難についての確認と
なりますので、利用者の皆さんにはご協力をお願いいたしま
す。

地域住民等による「気軽に通える居場所」や高齢者
のちょっとした困りごとを支える活動を広げるため、
総合事業における住民主体サービス（Ｂ型）を実施

●申込方法
　詳細な内容について説明いたしますので地域包括支援
センター☎0238（42）6638までお問合せください。

●住民型サービス（Ｂ型）の内容

通所型サービスＢ「くるみ」(北郷公民館）

●実施団体への補助内容

する団体を募集しています。住民型サービス（Ｂ型）
を実施する団体に対し、生活支援にかかる経費を補
助します。

通所型サービスＢ
【介護予防や生きがいづくりにつながる内容を実
施するもの】
　介護予防のための体操やレクリエーション、茶
話会、会食等を取り入れた通いの場を提供するも
の。
訪問型サービスＢ
【日常生活の困りごとに対する支援】
　掃除、洗濯、ごみ出し、灯油入れ、買い物代行
など（送迎、身体介護は含みません）。

通所型サービスＢ
週１回程度１月につき１５，０００円（上限額）
週２回以上１月につき３０，０００円（上限額）
【補助要件】
・参加者に要支援認定者等が２人以上いること
・住民主体の団体（２人以上で構成）であること
・６か月以上、活動を継続している団体であること
・１回に開催時間が２時間以上、週１回以上開催し
　ていること
訪問型サービスＢ
１月につき５，０００円（上限額）
【補助要件】要支援認定者等に対する支援が対象

毎回にぎやかに楽しく開催中です！
百歳体操や創作活動、会食など様々なことに取り組まれ
ています。

「防災のススメ」

　　問子育て支援センター　☎ 0238（44）2822
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川西町
ホームページ

川西町
Facebook

川西町
YouTube

川西町
LINE

町が行う「ぐんぐん赤ちゃん健町が行う「ぐんぐん赤ちゃん健
康診査」に参加されたお子さん康診査」に参加されたお子さん
を誕生月の町報かわにしに掲載を誕生月の町報かわにしに掲載
します。します。

たきざわ あかり たきざわ あかり くんくん いとう たいせい いとう たいせい くんくん ふなやま いのり ふなやま いのり くんくん

川西町
LINE公式アカウントを
ご利用ください

ホーム→友だち追加→ID検索
＠kawanishimachiIDで登録

欲しい情
報に

　　　チ
ェック✓

QRコードで登録
ホーム→友だち追加
　　→QRコード読み取り

まずは友だちに追加登録を！まずは友だちに追加登録を！✓✓

受信設定に回答し欲しい
情報だけを受け取ろう！
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生まれ
9月
令和６年

長澤　美
よ し と

音  さん

川西中学校３年（莅）

地 域 に 笑 顔 を
増 や せ る 人 に

Dreams Come True
ぼくの夢　わたしの夢

　僕の将来の夢は、野菜や米などを作る生産者
になること、そして、山形県指定民俗文化財で
ある小松豊年獅子踊を受け継ぐことです。
　小松豊年獅子踊と出会ったのは、小さい頃、
母と一緒に行ったお祭りで燃える火の輪をくぐる
獅子を見てかっこいいと思ったことでした。中学
に入り、郷土芸能クラブがあることを知り、迷わ
ず入部しました。３年間地域の方に踊りを指導
していただき、仲間たちと練習を重ねてきました。
３年生になった今年の８月１６日、小松地区を周
り、獅子踊を披露し、たくさんの方々に温かい
励ましの言葉をかけてもらいました。地域の方の
たくさんの笑顔を見て、もっともっとがんばろう

と思いました。
　そして、農業を仕事にすることがもう一つの夢
です。小さい頃から、父と野菜を育て、母の実
家でトラクターを運転し、稲刈りの手伝いをして
きました。最近は、田んぼの耕運をしたり、ネ
ギやスイカ、イチゴなどを土づくりから１人でやっ
たりしています。自分が育てた作物を家族や親せ
きの人が、「おいしい」と言ってくれると、やって
みて良かったと達成感があります。
　「地域に笑顔を増やしたい。」そのために、獅
子踊も農業も受け継いで、自分自身が成長し、
見てくれる人食べてくれる人に幸せを届けたいで
す。


